
第65回SGRA-Vフォーラム
第5回日本・中国・韓国における
国史たちの対話の可能性

「19世紀東アジアにおける
感染症の流行と社会的対応」

第65回SGRA-V会议
第5回日本・中国・韩国
国史对话的可能性

「19世纪东亚传染病的
流行和社会对策」

제65회 SGRA-V포럼
제5회한국・일본・중국
간국사들의대화가능성

「19세기동아시아에서의 전염병
유행과사회적대응」

日 時： 2021年1月9日（土）午後2時～5時30分（日本・韓国時間）

午後1時～4時30分（中国時間）

方 法： Zoom Webinarによる

主 催：渥美国際交流財団関口GLOBAL研究会（SGRA）

第5回国史たちの対話 当日の写真

今回の国史たちの対話は、
Zoom Webinarを使用し、
完全オンラインでの開催となりました。

第1セッションは、村和明先生（東京
大学）が司会をしてくださいました。

今西常務理事の
歓迎挨拶の後、
趙珖先生（韓

国国史編纂委員
会）より開会の
ご挨拶を頂きま
した。



朴漢珉先生、市川智生先生、余新忠先生（発表順）が
「19世紀東アジアにおける感染症の流行と社会的対応」

をテーマに発表してくださいました。

朴漢珉先生（東北亜歴史財団） 市川智生先生（沖縄国際大学） 余新忠先生（南開大学）

朴 漢珉 先生（東北亜歴史財団）の発表

「開港期朝鮮におけるコレラ流行と開港場検疫」



市川 智生 先生（沖縄国際大学）の発表

「19世紀後半日本における感染症対策と開港場」

余 新忠 先生（南開大学）の発表

「中国衛生防疫メカニズムの近代的発展と性格」



指定討論として、金賢善先生、塩出浩之先生、秦方先生（登壇順）が
3名の先生方の発表に対してコメントしてくださいました。

金 賢善 先生（明知大学） 秦 方 先生（首都師範大学）塩出浩之先生（京都大学）

第2セッションは、
南 基正先生（ソウル大学）が
司会をしてくださいました。

自由討論に先立ち、劉傑先生（早稲田大学）が
論点整理をしてくださいました。



今回の国史たちの対話には、
過去4回の会議にご参加
くださった先生方が
多数パネリストとして
参加してくださいました。

自由討論では、オンライン
開催ということもあり、
時間的な制約が大きい中でも、
チャット機能も活用し、
活発な議論が交わされました。

宋志勇先生（南開大学）による総括の後、
明石康さま（元国連事務次長）よりコメントを三谷 博先生（跡見学園女子大学）より閉会のご挨拶を頂きました。
今回も素晴らしい通訳で対話を助けてくださった同時通訳のみなさんにも惜しみない拍手が贈られました。



閉会後には、パネリストの先生方にお集まりいただき、Zoom「懇親会」も開催されました。
本編とはまた違った雰囲気の中で、こちらも豊かな対話の時間となりました。

ご参加くださった先生方、ご視聴くださったみなさま
どうもありがとうございました。


